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第2四半期業績予想との差異に関するお知らせ 

2022年5月12日に公表した2023年3月期第2四半期連結累計期間におきまして、(2022年4月1日～2022 

年9月30日）の連結業績予想と比較して、本日公表の第2四半期業績において下記のとおり差異が生

じましたのでお知らせいたします。 

                    

 記 

 

1. 連結業績予想と実績との差異 

2023年3月期 第2四半期連結累計期間（2022年4月1日～2022年9月30日）      （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属 

する四半期純利益 

1株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（2022年5月12日） 

1,644 △109 △96 △106 △61.45 

実績（Ｂ） 1,657 △75 △38 △52 △30.65 

増減額（Ｂ―Ａ） 13 34 58 54 ― 

増減率（％） 0.8 ― ― ― ― 
（ご参考）前期第2四半期実績 

（2022年3月期第2四半期） 
1,474 △214 △149 △159 △152.34 

 

2.差異の理由 

 連結業績 

 利益面につきましては、利益率の高い小売事業が比較的順調に推移し、売上総利益率を1.4%押し上

げることとなりました。また、販売費及び一般管理費が21百万当初の想定より減少したこと及び営業

外収益については雇用調整助成金等による助成金収入7百万円があった事等により営業利益、経常利益、

親会社株主に帰属する四半期純利益ともに当初予想を上回ることとなりました。 

なお、通期の業績予想については、新型コロナウィルス感染症の拡大懸念や昨今の経済事情によるコ

スト増加懸念等もあり変更しておりません。 

 

※業績予想に関する留意事項 

 上記の予想数値は、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

以 上 


